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成果報告 / 張 晨如 

 

1. はじめに 

 

フランス・リールで開催された MASCC（国際がん支持療法学会）学術会議は、

がん支持療法分野の最新の研究成果や実践経験を議論・共有するための世界

的な学術の場です。運動腫瘍学研究に専念する研究者として、今回の会議に

参加し、「化学療法中の疲労した乳がん患者に対するウェブベースの太極拳

（WBTC）および家庭ベースの心臓リハビリテーション（HBCR）プログラムの

実現可能性に関する研究」という成果を発表することができ、大変光栄に思

います。今回の会議では、自分の研究を発表する機会を得るだけでなく、貴

重な洞察やフィードバックを得ることができ、この分野での研究をさらに深

める決意を固めました。 

 

2. 研究テーマ 

 

私の研究テーマは「化学療法中の疲労した乳がん患者に対するウェブベース

の太極拳（WBTC）および家庭ベースの心臓リハビリテーション（HBCR）プロ

グラムの実現可能性に関する研究」です。がん関連疲労（CRF）は、乳がん患

者が化学療法中に経験する一般的で深刻な副作用の一つであり、患者の生活

の質に大きな影響を与えます。運動は CRF の有効な治療法とされていますが、

どのような方法が最適であるかは明らかではありません。そこで、WBTC と

HBCR の実現可能性を検証するためのパイロットスタディをデザインしました。 

 

3. 研究方法 

 

この研究は 8 週間の 2x2 因子ランダム化対照試験デザインを採用し、化学療

法中に中等度から重度の疲労を経験する I 期から III 期の乳がん患者 24 名を

募集します。参加者は、WBTC 群、HBCR 群、両方を組み合わせた群、および標

準治療を受ける対照群の 4 つのグループにランダムに分けられます。この介

入は、深刻な疲労に苦しむ患者に適した穏やかで患者中心の身体活動として

設計されています。主な実現可能性の結果評価はアクセス性、需要、および

実用性であり、副次的な結果評価は疲労レベル、身体活動、機能性、および

主観的健康指標の変化を測定します。 

 

4. 予想される結果 

 

WBTC および HBCR を個別または組み合わせて使用することは実現可能であり、

疲労レベルを大幅に低減することを期待しています。この研究は、患者中心

の統合的な腫瘍リハビリテーションのためのエビデンスに基づく実践のギャ

ップを埋めることを目指しています。 



5. 結論 

 

この研究の実現可能性が証明されれば、臨床実践における運動介入のガイド

となり、患者の生活の質を向上させることができます。WBTC と HBCR という

患者に優しい介入を導入することで、この研究は乳がん治療における疲労管

理の新しいアプローチを開拓しており、よりアクセスしやすく個別化された

ケアへの関心を高めることを期待しています。 

 

6. 会議で得られた重要な洞察とフィードバック 

 

会議期間中、自分の研究を発表するだけでなく、他の参加者の報告や議論か

ら多くの重要な洞察やフィードバックを得ることができました。 

 

学術研究の面では、他の研究者との交流と議論を通じて、運動腫瘍学が非常

に有望な研究分野であることを再確認しました。運動介入は、疲労を緩和す

るだけでなく、患者の全体的な健康と生活の質を向上させることができます。

異なる国や地域からの専門家との交流を通じて、さまざまな運動形式や介入

方法に関する最新の研究成果や実践経験を知ることができ、今後の研究に新

たなアイデアと方向性を提供してくれました。 

 

学術交流の面では、世界各地の研究者との思想の衝突は貴重な経験でした。

同僚たちと深い交流を持ち、研究のアイデアや方法を交換し、貴重なフィー

ドバックと提案を得ることができました。これらの交流は、自分の研究をさ

らに改善するだけでなく、運動腫瘍学分野に対する興味と情熱をさらに刺激

しました。 

 

個人の発展の面では、今回の会議は多くの新しいキャリアの機会を知るきっ

かけとなりました。特に運動腫瘍学分野でのキャリア発展に関して、この情

報は将来の人生設計に深い影響を与え、自分のキャリアパスに対する明確な

認識と深い考えを与えてくれました。 

 

7. 未来の研究に与える影響 

 

今回の会議への参加は、私の未来の研究に深い影響を与えました。まず、運

動腫瘍学分野での研究をさらに深める決意を固めることができました。他の

研究者との交流と学びを通じて、この分野に対する理解が深まり、その巨大

な可能性と発展の見込みを確認しました。これにより、今後の研究に向けて

さらなる努力を続け、高品質な学術成果を生み出す意欲が強まりました。 

 

次に、会議で得たフィードバックと提案は、今後の研究にとって貴重なガイ

ダンスとなります。これらの意見は、研究の不足点を認識し、改善の方向と

方法を提供してくれました。研究デザインと方法を引き続き最適化し、WBTC

と HBCRが乳がん患者に与える効果をさらに検証していく予定です。 

 



最後に、会議から得たものは学術的な収穫だけでなく、精神的な鼓舞もあり

ました。運動腫瘍学分野に対する愛着と明確な努力の方向を再確認し、研究

の継続と次回の学術会議への参加を目指す動機づけを得ました。 

 

8. まとめ 

 

フランス・リール MASCC 学術会議への参加は非常に貴重な経験でした。研究

の発表、フィードバックと提案の取得、そして世界中の専門家や同僚との交

流を通じて、学術研究、個人の発展、そして未来の計画において大きな進歩

を遂げました。今回の会議は、運動腫瘍学分野でのさらなる研究の決意を強

めるとともに、今後の研究とキャリア発展に新たな動機と方向性を提供して

くれました。今後の研究でさらなる成果を上げ、次回の学術会議での発表を

目指して努力していきます。世界中の同僚と共有・交流し、運動腫瘍学の発

展を共に推進していきたいと思います。 
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